
 

 
 
 

 
 
 
 

   

 

 

 

  

 

 

  

  

  

 

 

    

  

   

    

  

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№１７３ 

令和５年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口 TEL 922-2461） 

人 口 14,182 世帯数 7,031  

令和５年 7 月 1 日現在 

 

８月号 

 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

 

日 時：８月５日（土）１８：００～２１：００ 

場 所：大歳地域交流センター前駐車場 

大歳地域交流センター 

公式 Twitter アカウント 
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３日（木） 燃やせないごみの日 

５日（土） 第 3７回おおとし夏まつり（18：00～21：00） 

７日（月） ペーパーフラワーづくり（9：00～12：00） 

９日（水） 母子相談 

１１日（金） ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

１６日（水） びん・缶の日 

１７日（木） 金属・小型家電製品の日 

健康チェック・健康相談会（受付 １０：００～１１：００） 

１8 日（金） パソコン相談（受付 10：00～10:30） 

 

１９日（土） みんなのひろば（13：30～15：30） 

２１日（月） ペーパーフラワーづくり（9：00～12：00） 

２３日（水） 古紙ペットボトル分別収集（大歳①） 

２５日（金） ぶっくん来館日（15：20～16：00） 

２７日（日） 第２回カローリング大会（９:３0～12:00） 

２８日（月） ペーパーフラワーづくり（9：00～12：00） 

３１日（木） 古紙ペットボトル分別収集（大歳②） 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

 

【大歳地区８月の行事予定】 

  

☏
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大歳のエトセトラ １１６ 

 

宗像氏男（黒川隆像）の子孫   その２ 子孫 
黒川鍋寿丸の宗像入国後、家督相続の妨げとなる勢力は次々と殺害されます。反黒川鍋寿丸派の勢力（隆像の

父・宗像氏続、弟の千代松丸、そして、妻・菊姫（隆尚の娘）やその母・山田局を支持する勢力）は、陶晴賢の

命を受けた家臣により、入国の翌年の天文 21（1552）年３月に、隆像の妻・菊姫とその母・山田局と四人の侍女

が殺害註１され、黒川鍋寿丸が宗像鍋寿丸に名を変えた後の、天文 22（1553）年 12 月に、宗像鍋寿丸派にとって

最後の妨げとなる隆像の父・氏続と弟の千代松丸も殺されます。こうした陶晴賢による反対派の粛清が終わった

ころ、怨念の祟りがはじまり、関係者の変死が相次ぎ、宗像鍋寿丸の妹・色姫は狂気したといわれます。幼少の

宗像鍋寿丸は、一連の悲惨な事件を知ることはなかったけれど、成人した 80 代大宮司宗像氏貞（宗像鍋寿丸）は、

宗像大社をはじめとする領内の多くの寺社を再建または建立して、犠牲者を供養し、民心の安定につとめたとい

われます。殉死した黒川隆像は山口に赴任前に一女がいましたが、山口に赴任後に国丸という男子が宗像で生ま

れており、その国丸は反鍋寿丸の家臣により殉難をのがれ、長州の長門にかくまわれて、その子孫は現在まで続

いているといわれます。「大内氏実録」の黒川隆像について書かれた箇所に「・・・終に大寧寺に死す。妻は正

氏の女なり。一女一男を生む。男は殉難の翌年に生む。幼名国丸、・・・・隆像の遺臣占部
う ら べ

貞安、許斐
こ の み

氏鏡等心

を合わせて之を山田村に匿くす。・・・貞安、氏鏡、事にさきだちて密かに乳母に報じ、国丸を奪い人に託して

他に匿くす。其人翌年国丸を具して長門国に渡り、阿武郡大井に潜居す。国丸この地にて成長し五郎左衛門尉氏

隆と云ふ。其子五右衛門氏一が時、黒川を改めて本氏改めて宗像に復すと云ふ。子孫今に連綿せり。」とありま

す。また、吉永正春著の「筑前戦国争乱」には、「宗像家は、氏貞相続時の内紛で正系は断絶したかと思われて

いたが、氏雄（氏男）に国丸という遺子があり、老臣占部貞安らが長門阿武郡奈古（阿武町）に隠した。国丸は

のちに氏隆と改め、子孫は永く続いたと『大内氏実録』は、伝えている。・・・『宗像氏系図」註２には、長門の

奈古村に落としたことが記されている。・・・氏隆と名を変えた国丸は、のちに農民になり、寛永 19（1642）年

11 月 29 日、長州大井郷三
み

明戸
あ け ど

（萩市）において 90 歳をすぎた長寿で没した。・・・同系図には、氏隆の法名『喜

山道悦居士
こ じ

』と記している」とあります。大内氏の時代が終わる 16 世紀中頃、多々良姓をもらい、大内一族にな

った宗像大社の 79 代大宮司宗像氏男（黒川隆像）は、大内義隆に最後まで忠誠を尽くした人物であり、また、そ

の子孫は今も続いていす。 （大歳史談会 文責：白上茂樹） 

（註１）一女について不明。 

（註２）宗像氏男（黒川隆像）の子孫が現在所有。 

参考文献「大内氏実録」・「筑前戦国争乱」 吉永正春・「戦国時代の筑前国宗像氏」桑田和明 

 

宗像隆像周辺の略系図 

 

 

 

 

 

  77代   ※千代松丸（弟）

  ※宗像氏続                     79代 宗像氏男（黒川隆像）  （氏一で宗像氏へ変わる）

（氏男の父）  国丸（氏隆）→ 氏一・・→子孫
※山田局（正妻）  ※菊姫  女子  

       76・78  代     （氏男の妻） ※は殺害された人

  宗像正氏 （黒川隆尚）    ８０代  

（氏男の伯父）   鍋寿丸（宗像氏貞）

陶晴賢の姪   色姫(妹）

   （側室）  


